
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名       白川町立白川小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１９日（火） 

 
 
実 施 概 要 

  

 
○秋まつりを実施し、学習成果発表と感謝の会を兼ねて、保護者、地域指導者の
方、敬老会の方、保育園児を招待した。 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 自然   □歴史   □文化   産業   その他  

公開の方法
 □授業公開 成果発表 交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者              ７０人  

  計 １００人  
地域関係者              ３０人  

実 施 状 況 

 

 

 

 

 

 

【１・２年生】 

・自然体験で集めた木の実でおもちゃや飾り等をつくり、参加者にプレゼントした。 

・段ボールや身近な素材でゲームをつくり、大勢の参加者と交流をした。 

・地域の営農組合の方の指導のもと１・２年生が育てたサツマイモで芋きんとんをつくり参加者全

員にふるまった。また、落花生も配った。 

【３年生】 

・手もみ茶体験で作ったお茶をいれ、参加者にふるまった。 

・地域の営農組合の方の指導のもと育てた大豆をきな粉にし、げんこつ飴を作ってふるまった。 

【４年生～６年生】 

・地域での福祉体験学習を生かし、参加した地域の高齢者と交流をした。 

・保育園交流を生かし園児と共にまつりを楽しんだ。 

・秋まつり会場に勤労生産学習で育てた菊をかざり、参加者と交流をした。  

成果と課題 

 

 

 

 

参加者の声 

 

 

○学習の場を地域にも拡げ、その成果を地域の方々に理解していただくことができた。 

○地域の指導者の方々に日頃の感謝の気持ちを伝える事ができた。 

○秋まつりを通して、児童が人とのふれあいの大切さや地域のよさを体感することができた。 

●児童が減少傾向のなか、伝統的な行事として継続させるために、事前の活動内容を精選する。 

・「どのグループも工夫したゲームやおもちゃで、楽しい時間を過ごすことができました。笑顔に

なることができました。」（地域の方） 

・「『おもてなし』の心がとても伝わってきました。お茶をだす時の丁寧さ、振る舞いを見て、子

どもが成長したなと思いました。」（保護者） 



 


